
目指す学校像
目指す生徒像

目指す教師像
◆いじめのない安心・安全な学校
◆一人一人が尊重され、
  活躍できる学校
◆地域から愛される学校

【学校教育指導方針】
　すべての子どもの可能性を引き出す
　　　　　　　　　　　　活力ある学校づくり
【行方市教育大綱 基本目標】
　新たな価値を創造し 郷土と社会の未来を
　　　　　　　　　　　　切り拓く人間の育成
【行方市学校教育 ５つの矢】
　・学力向上  ・豊かな心  ・いじめ、長欠・不登校対策
　・特別支援教育　・幼児教育　
　base 基本的な生活習慣の定着、健康・安全教育
　　　　家庭、幼稚園、学校、地域の連携・協働
＜主要事業＞
　・ＩＣＴ教育の充実　・国際教育の充実　
　・郷土教育の充実

【数値目標】
●「授業がよく分かる」と回答する生徒
　90%以上（R７／86％）
●「進んで授業に取り組んでいる」と回答する生徒
　90％以上（R７／89％）
●「授業中に友達とよく話し合っている」と回答する生徒
　90％以上（R７／8７％）

【数値目標】
●体力テストA＋Bの判定　７5%以上（R７／5７％）
●「自分には良いところがある」と回答する生徒
80%以上 （R７／7６％）

●「将来の夢や目標を考えている」と回答する生徒
80%以上 （R７／7４％）

●むし歯の治療率　70％以上（R７／6７％）
【数値目標】
●「学校が楽しい」と回答する生徒　95%以上（R７／92％）
●「みんなのためになることを自分で見つけ実行している」
　と回答する生徒　85％以上（R7／79％）
●「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う」
　と回答する生徒　100％（R７／9７％）

◆自分を大切にし、他者を尊重できる生徒
◆自分で考え、判断し、行動できる生徒
◆進んで人の役に立とうとする生徒
◆夢の実現に向かって学ぶ生徒

玉造地区　特別活動の充実、協働的な学びと個別最適な学びを通して自己有用感を実感できる園児・児童・生徒の育成

未来を
切り拓く

地域とともにある信頼される学校

○ 危機管理の徹底（生徒の命と健康を守る）
○ 学校・学年だより、ＨＰ等による情報発信
○ 「たいせつですね」運動の推進による服務規律の遵守
○ 学校運営協議会（コミュニティスクール）の効果的な活用
○ 学校評価に基づいた、OODAループによる取組の改善
○ 地域行事等への積極的な参加

【数値目標】 ●「学校は教育目標や教育方針、学年学級目標等
 　を、配付物やＨＰで家庭に分かりやすく伝えている」
 　と回答する保護者  90％以上（R7／85％）
 ●学校事故ゼロ

～学校・保護者・地域の力で「教育の好循環」を生み出す～
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笑顔信頼 やりがい

教職員の資質向上

○ 授業改善への取組
　• 教師の学び合いが生まれる校内研修の充実（一人１回以上の授業公開）
　• 各種教員研修への積極的な参加
　• 外部講師を招いた授業研究会の実施
○ 教員評価を生かした資質・能力の向上
　•「教職員の資質・能力の向上を目指す研修体系」を活用

（学び続ける教職員）

【数値目標】　●「生徒が楽しいと思う学校づくりができている」と回答する教師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100％(R7／100％）
　　　　　　●教職員の不祥事ゼロ

働きがいのある職場づくり
◎「One Team」　協働でつくる和
　• 横のつながりの意識　・共通理解の徹底
◎「やってみなはれ」
　• やりたいことにチャレンジできる職場
○ 業務の改善 「効率化・平準化」
　• 部活動の複数顧問制による業務分担　
　• 年次休暇の取得の推進（計画年休）
　• 教職員の意見を生かした業務改善
○ 教職員の意識改革 「スクラップ&ビルド」
　• 管理職による個別の勤務時間に応じた助言
　• 生徒下校後2時間以内の退勤

【今年度の重点】
1） 玉造中スタートアップカリキュラムにより、学びにおける
小学校との絶え間ない接続を図ります。

2） 各教科・領域の授業において、協働的な学
びや、ＩＣＴ・ＡＩ等を活用した学習を展開
し、学びに向かう意欲を高めます。

3） 習熟度別学習（英語・数学）等、生徒一
人一人に応じた授業を展開することで
学力の伸長を図ります。

4） 探究的な学びに重点を置き、自ら課題
を見つけ、解決する力を伸ばします。

令和８年度 行方市立玉造中学校 グランドデザイン
校訓　強い心  強い体

生徒が主役
一人一人の良さを認め、自己有用感を高める
教育方針

◆明るく情熱をもって指導できる教師
◆教職員と協働し、専門性を高められ
　る教師
◆生徒の思いや願いに寄り添える教師

【今年度の重点】

【今年度の重点】

たくましく
生きる

1） 生徒が主体的になって取り組む学校行事等を展開す
ることで、生徒一人一人の成就感・充足感を高めます。

2） ボランティア活動を推奨し、人の役に立つことの喜
びを実感することで、実践力を高めます。

3） 生徒一人一人の困り感や心身の発達状況に応じた
関わりにより、特別支援教育の充実を図ります。

4） 教育活動全体を通した人権教育を推進することで、自
他を大切にしようとする意欲を高めます。

1） 運動量を確保した体育の授業により、体力・運動能力
の向上を図ります。

2） 生徒のよいところを積極的に認め、ほめて
伸ばすとともに、協働的な学びや生徒が互
いに理解し合い、認め合う活動を通して、
生徒の自己有用感を高めます。

3） 体験活動やキャリア教育の充実により、
夢をもち、将来に向かってたくましく生
きる心を育みます。

4） 健康教育の充実により、自分の健康に
対する意識を高め、積極的に健康を保
持増進していこうとする力を養います。

○探究的な学びの実践により、生徒の学ぶ意欲を高め、「分かった」「できた」
　「もっと知りたい」と実感できる質の高い授業を実践する
○生徒の自治的活動により、自己有用感や、よりよい人間関係を築く力をつけさせる
○自己管理能力を高め、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を育てる

～人の役に立つ喜びを実感できる生徒の育成～
自立貢献
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